
日本文化入門A開講科目名

成績入力担当 Harrison Richard、Harrison Richard
単位数

第1クォーター

開講区分

0.0単位

ナンバリングコードR1IG010 時間割コード曜日・時限等 木3(対面)

日本の文化

授業のテーマ

1. 日本を、ステレオタイプ的な理解ではなく、日本について多角的に理解することができる
2. 自分の視点から興味のあるテーマを見つけ、発表・ディスカッションを通して理解を深めることができる

授業の到達目標

本授業は、各テーマについてのディスカッションを中心に進める。

各回の内容は、以下の通りである。

4月09日 イントロ：日本の地理・歴史
4月16日 文化
4月23日 家族
4月30日 社会
5月14日 社会
5月21日 教育
5月28日 仕事
6月04日 まとめ

授業の概要と計画

授業参加（ふりかえりを含む）40%、
発表30%、
最終レポート30%

成績評価方法

1. 日本について多角的に理解することができたか？

2. 自分の視点から興味のあるテーマを見つけ、発表・ディスカッションを通して理解を深めることができたか？

成績評価基準

特にありません

履修上の注意（関連科目情報）

発表に向けた学修が必要である

事前・事後学修

毎授業後に質問の時間を設ける
その他、メールで随時受けつける

harrison[AT]kobe-u.ac.jp
メールを送る際は、[AT]を＠にかえてください。

オフィスアワー・連絡先



文化を捉えることは正解があるわけではありませんので、積極的に自分の意見を言い、また他の人の意見を聞いて、多角的な視
点を養ってください。

学生へのメッセージ

日本語のレベルに関係なく受講することができる

今年度の工夫

BEEF上で資料を配布する

教科書

必要があれば授業内で紹介する

参考書・参考資料等

英語（一部、日本語）

授業における使用言語

日本、日本文化、ディスカッション

キーワード


